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Cymbidium から分離された odontoglossum
ringspotvirusの1系統の性質
井 上 成 信
Odon亡oglossum ringspoEvirus(ORSV)は最初 Jensen良 Gold(1951)によってラ
ン科の Odontoglossum grandeに輸紋斑点を生じた ウイルスに対し命名された. その
複 ORSVはラン科の多擬屈の植物に発生し, Cailleyaや Cymbidium では花に color
breakingを原田することが知られている12-14･21128). わが 国でも著者によって ラン科構
物に ORSV の発生が著しく多いことが報告された…).Paulelal.(1955)は ORSV の
寄生性,血清反応およびウイルスたんば くサブユニットのアミノ幣組成などの性質につい
て調べ,ORSVは tobaccomosalCVirus(TMV)と遠縁関係にあるウイルスとして判別
し報告した.一方,P岳rezetal.(1956)は花に cOlorbreaklngを生じた Caitleyaから分
離したウイルスを TMVと同定し報告した.その後ラン科柁物から分離された Tobamo-
virus群ウイルスを TMVの orchidstrain(TMV一〇)と呼称した 報告がある4･10117~19･
25.28)
著者はわが国の ラソ科植物に発生している Tobamovirus群 ウイルスを ORSV と
TMV-0のいずれに判別すべきかを明らかにする目的で,多種属のランから分離されたウ
イルスの同定実験を行っている. その中で1968年薬に催い退色斑を生じた Cymbidium
から検出されたウイルスは,寄生性や血清反応などの譜性状から,TMV とは明らかにg(I
なり,したがってTMV-0と同定することも適当でなく,ORSVと同定された,本 ORSV
は既報の ORSVO)と寄生性に相違がみられた.本報告は本 ORSVの同定乗鮫の結果につ
いて述べるものである.
本論に入るに当たり.分析用遠心分離による沈降係数の酬定に際し,ご教示とこ便宜を賜わった当研
究所鈴木章雄教授に深甚の謝意を表する.また実験に軌)コされた光畑興二技官に謝漁を蓑する.
実験材料および方法
供試ウイルス 実験に用いたウイルスは1968年9月倉敷市の ラン営業栽培者の取宴で
採JRした Cymbidium の兼に軽いモザイク症状を示す株から分離したものである. 柄
原ウイルスは凍結乾燥 して保存 し, 巽険には 接種 した Caiileyaの病薬汁液を供試し
た.TMV(普通系)および TMV-tomato系 (TMV-To)は当研究室保存のものを用い
た.
昭和57年12月3日受理
木研究のJ.Wは文珊?絹汁孝研究J'11補助金,深皿7r号･14801によって行われた
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汁液接種 接磁源は Calileyaの病薬を0.1Mりん酸緩衝液 (pH7･0)中で断碑 ･搾汁
して調整し,汁液接種はカーボランダムを用いる常法によって行った.接種結果の判定は
ラン科植物では1年以上病微観察し, さらにDN法試料の唱朝敵解に よって感染の有無
を確認した.ラン科以外の植物については竣徴後20-30日までの病鍬観察を行ったのち,
Chenopodiumamaranlicolorとツルナに屈し接磁して確かめた. さらに一部の検定柚物
では必要に応じてDN法試料の ウイルス粒子の有無を電顕観察することによって確かめ
た .
物理性 物理性試験には Catlleyaの病兼に0,01Mりん恨緩'd1-7轄 (pH710)を加えて
解砕したものをガーゼで搾汁したのち,3,000rpm lO分間遠心分離した上清を用いた.
検定植物には C.amaranlZCOlorを用いた.
血清反応法 本ウイルス抗原には汁液接種を行った曜病 Callleya薬 を,TMV抗原に
は曜病タバコ (WhiteBurley)葉を,TMV-To抗尉 こは曜病 トマ ト兼を,それぞれ生理
食塩水を10倍丑加えて磨砕したものをガ-七で搾汁したのち,3,000rpm 15分間遠心分
離した上酒を 供試した,抗血清は 当研究室 作成保存の ORSV抗血清 (Inouye1966),
TMV抗血清および TMVITo抗血清を用いた.血清反応試験は微酔凝集反応法と寒天ゲ
ル内二重拡散法とにより35oCで行った.
ウイルスの純化 汁液接種して発病した Cattleyaの病薬を0.1%thioglicolicacidを
含む0.1Mりん働綴蔚液 (pH7.0)を 2倍皿加えて磨砕しガーゼで搾汁ののち.3,000rpm
で20分間遠心分離した.その上酒をクロロホルム (1/3vol)で処理後,8,000g(20分)
と77,000g(60分)の分画遠心を2回繰返し, さらに 10-40%の庶糖密度勾配遠心分離
(150分)を行ってウイルスを純化した.
分析用遠心分離 本ウイルスの純化擦晶の沈降係数 (S20,1V)は日立分析用超遠心機282
型.p-メ- RA60HCを用いて Schlierenの沈降速度法により求めた. ウイルス試料
は純化ウイルス (0.01Mりん恨緩衝液,pH7.0に帯解)の漁度を 1.8mg/mlとして用
いた ,
電顕観察 ウイルス粒子は2%1)1/タングステン酸を用いた常法のDN法により作成
した試料および純化標品につき堀野 (日立 HU-12)で観察した.感染撒物の超帝切片試料
は病兼の細片を6%グルタルアルデヒドと1%四顧化オスミウムとで2重B.l足し,エタノ
ール脱水後,エポン樹脂に包埋して滞切りにし,鮒恨ウラニル'L-クエソ恨鉛で2重染色し
てFE厭観察を行った.
実 験 結 果
1.自然発病 Cumbidium における病徴
採集時 shoo亡の新薬にクサヒ甥皿 Cl部 および 他の若い葉t,=モザイク斑と長い退色粂斑
がみられた.古い成熟薬には病徴はみられなかった.採妹後に伸長した']=?い兼にも同様の
モザイク斑および長型の退色斑を生じた (PlateI,1).
2.寄主範囲と病徴
13科45種の植物に汁涯按範を行ったところ,Tablelに紬 デたように,3科 6掛 こ
全身感放し,4科9倭に 局部病斑がみられた.次の10科30種 には感染 しなか った:
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Dendrobium,メ/:コ (Nicolianalabacum:WhiteBurley),N.rustica,N.sylvestris,
トマ ト (Lycobersiconesculenlum),キ ュウ リ (Cucumissaiuus), シ ロウ リ (C.melo
var.Conomon), カボチ ャ (Cucurbita moschata:'Li韓黒皮, 極早生小菊), ポソキソ
(C.pepo),スイカ(CLtrullusuulgaris).トウガ(Benmcasacerifera),エ ソ ドゥ(Pisum
salivum), ソラマ メ (VICiafaba),インゲン (PhaseolusvulgarlS二親三度, トップク
ロップ,マスターピース,大手亡), タルマササゲ (Vignacatjang), ジュウpクササ ゲ
(V,sesquipedalis),アスキ (V,angularlS),l)ヨク トウ (V.radiaia),ダイズ (Glycine
max),Casslaoccidenlalis. ク リムソソクローバ ー (Trifolium incarnatum)一レッ ドク
p-バ ー (T.♪raiense). アル 7ァ/L/ファ (Medicagosaliva), ホ ウレンソウ (Spinacia
oleracea),ゴボ ウ (Arclium la｣坤a), シ ロゴマ (Sesamum indicum), コマツナ (Bras-
sicarapevar.Komaisuna). コカブ (B.rapa), トウモ ロコシ (Zeamays)一テ ッポウ
ユ リ (Lilium longiPorum).
主な感染植物における藩主反応を Tablelに示L,またそれらの病徴を以下に記述する.
Table1. ReactionofsomespeciesandvarietiesofplantstoasLraln
ofodon〔oglossunlrllgSpOtVl'uS
Plantspecies
CatIleya
Cymbidw n
OdonLoglossum
Oncidlum
NICOlanaLabacumcv.Samsun
cv.SamsunNN
cv.WhiteBurley
N.cleuelandti
N.gluE2nOSa
N.ruslica
N.syluesLrlS
DaEurasLramonL'um
LycobersICOneSCLlenlum
C/wnobodizLmamaranLICOlor
C.qumoa
BeLavulbOaJr‡SWar.CICla
GomPhrenaglobosa
P/wseoLusvuLgarlSCVl0tebo
Tclragoniaexpanse
Z川niaeLegans
SynlptOmS
Inoculated
leaves
? ? ?
?
??
?? ?
+
NS
NS
WNS,WAS
WNS.W氏s
NS
NS
WRS
ⅥJRS
UnlnOCulated
lipleaves
FCB
mo,FCB
Mo
mO
llO*
fcb
Mo:mosalC.mO･.mildmosaic,FCB:RoWerCOlorbreaking.fcb:falntnOWerColor
breaklng,N:necrosis,NS:necroticspots.RP:linerlngpatterns,WNS:whlte
necroticspots,W氏s:whitenecrotici-ingspots,+:symptom上ess,-:nolnfection･
*1.Vll.uSnotrecovered,1monthafterinocLla【10n,bu[recoveredafteroneanda
halfmonth.
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Cymbidium:若い菓または根に接種すると, 初め新しく生育した葉の下部に退色斑を
生じ,のち次卸こ拡大ゆ合または伸長して幅広い明瞭な緑黄色斑となった.病放出現業が
伸長すると,薬の下狛こほ病戊が現われず,発の中間部のみに病塩を生じたようになる
(PlateI.2).温室の気温が下がる冬期 (最低10-130C)では退色斑の一部が赤褐色化し
た斑紋となった.退色斑は薬の成熟にともなって少し淡くなり,のちモザイク斑または長
形退色斑となった.花弁には colorbreakingを生じた.
Caltleya:接種兵に赤紫色の大きな紡錘形輪紋 (PlateI.4)あるいは赤紫色の細い線
からなる数重の輸紋を生じた (Placei.5).愉紋線は次第に増加して10数~垂あるいは20
数墓になることもしばしばみられた.輪紋は葉が成熟すると淡くなり,のちめだたなくな
った.全身感染し,花弁には colorbreakingを生じた.
Odonloglossum:扱唖兼のIji面に紡錘形または円形の淡い褐色斑を生じ,のちさらにそ
の外側に褐色斑を生じて2丑になるものがあった.乗の表面には裳の病班が菓肉表皮を透
かしてみられたが,のちには褐色斑が表皮に連するものがあった.全身感染し,新薬に明
瞭なモザイク斑を生じた (PlateI,3).
Oncidium:接種薬では接種面と接種後伸長した面との境三郎付近に褐色斑点を生じた.
褐色斑点は初め葉肉部に生じ, のち表皮が凹んだ1mm大のえそ城点となった.上薬に
は淡いモザイク斑を生じた.
タ/(コ (SamsunNN):按磁黄に接種後4-5日頃0.5-0.7mm大の淡褐色の明瞭な
えそ斑点を生じた (Platei,8).全身感染はしなかった.一方,TMVを接種すると接種
後2-3日で ORSVによる斑点より大きいえそ斑点を生じた(Pla亡eI,9).
Nicolianaclevelandi:按秘薬に灰白色のえそ輪点を少数生じた.全身感染したが,
病伍の出現がかなり遅く,ゆるやかであった.上薬を検定植物に戻し接種すると,接範
後1カ月では陰性で,1.5カ月後に陽性となり,その後新薬 およびわき芽に退色斑が現
われ, のち軽いモザイクとなった.集は少し萎縮し,生育がやや不良であった (Plate
I.6).
N.glutinosa:接種柴に接種後4-5日日に小さなえそ斑点を生じた.全身感染はし
なかった (PlateI.7).
Daluraslramonium:接種薬に接種後7-12日頃初め淡い緑褐色の斑点を生じ,のち
淡褐色となった (PlateI,10).また愉点となるものもあった.病斑数はあまり多くなく,
1柴当たり数個～20数個程度であった.斑点の大きさは佳0.3-3.0mmで一定でなかっ
た.古い成熟集には局部病斑が親われにくかった.全身感射 よしなかった.
ヒャクニチソウl･接徴集に灰に卜色のえそ輪点を少数生じた.全身感染したが,兼に病
散がみられず,花に淡い colorbreaklngを生じた.赤色花では浪赤色の幅 1mm長さ
2-3mm大の紡錘形の斑紋を生じたが,のち病斑は不明瞭となった.訴色花では病斑は
みられなかった.いずれの花からもjlLL接種によってウイルスは回収された.
ツルナ:接唾棄に梗概後3-4日に灰白色の明瞭なえそ輪点を生じた.輪点はのち2盟
になるものもあった.全身感染はしなかった,
Chenopodiumamaranlicolor:接種共に灰lj色のえそ斑点ときにえそ輪点を生じた.
全身感染はしなかった.
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3.物 理 性
擢病 Catlleya乗組汁液中での本ウイルスの不活化温度は90-95oC(lo介),希釈限度
は1,000万倍以上,保存限度は 10年以上 (20oC)であった. また著者は1966年 ORSV
の不活化温度(検定植物-ツルナ)を70-750Cと報告 した9)が,今回検定植物に C.〃∽β-
ranlicolorを用いて再試験を行ったところ,同分離株の不活化温度は85-90oCである結
果を得た.
4.ウイルスの純化
本ウイルスはクロロホルム処理,分画遠心後,庶
糖密度勾配遠心分離によって純化された.純化試料
には電顕観察で梓状粒子が多数認められた(PlateII.
5).純化ウイルス原品の紫外部吸収曲線は248nm
および 268nm にそれぞれ極小 および撞大吸収が
あり,Amax/min-1.07,A260/280-1.12であった
(Fig.1).さらに庶楯密度勾配遠心分離によって生
じたバt/卜の最も濃い部分のみを分画し (PlateH.
1-A),その試料を分析用超遠心分離によって調べた
結果,本ウイルスの沈降係数は S2｡,W-202と打出
された (PlateH-2).
5.血 清 反 応
(I)微量凝集反応
ORSV抗血清,TMV抗血酒および TMV-pro抗
血清と本ウイルス (Callleya),ORSV9)(Calll6/ya),
TMV (タバコ)およびTMV-To(トマト)との各
種組合せでの反応を徴見凝集反応法で調べた.その
結果を Table2に示した.
ORSV 抗血滴は ORSVおよび本ウイルスといず
れも1/2048希釈液まで反応したが,TMVでは1/8
あるいは1/16希釈液まで, TMV-Toでは1/16希
240 260 280 30()320
Wavercngth(Ilm)
Fig.1.Absorptionspectrumof
apurifiedORSVpreparation
Table2, Homologousandheterologouslitersofantisera
Antiserum
TMV TMV-To
y-1 Cy-46
TMV り1024 1/256
TMV-To り128 1/512
0RSV 1/8,1/16 り16
1/64 1/64
1/8 1/8
1/2048 1/2048
Determinedbymicroagglutinationtest.
Cy-1:Inouye1966;Cy-46:thepresentvil.uS,TMV･.tobaccomosaicVirus-type
straln･,TMV-To:TMV-tomatostrain.
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釈液まで反応したにすぎなかった.TMV抗血清はTMVと1/1024希釈液,TMVITo
と1/256希釈液まで反応したが,ORSVおよび本ウイルス とは1/64希釈液までしか反
応しなかった.TMV-To抗血清は TMVIToと1/512希釈液,TMVと1/128希釈液ま
で反応したが,ORSVおよび本ウイルスとは1/8希釈液までしか反応しなかった.
(2)寒天ゲル内拡散法
ORSV抗血惰およびTMV抗血橋を用い, 寒天ゲル内二重拡散法により本ウイルスお
よびTMV抗原との血析反応試験を行った.TMV抗血清に対しTMVおよび本ウイル
スとも反応帯を生じたが,本ウイルスの沈降帯はTMVに比べて弱く,TMVの沈降帯は
長 くシャ-プであり, また spurを生じた (PlateII,3).ORSV抗血清に対し本ウイ
ルスは明瞭な沈降満を生じたが,TMVおよび TMV-Toには反応帯がみられなかった
(PlateH,4).
(3) 吸 収 試 験
ORSV抗血潜およびTMV抗血清を homologousおよび heterologousなウイルスで
吸収し,各吸収抗血清について交さ反応を行った(Table3).ORSV抗血清に対しORSV
抗原を加えて吸収した吸収血倍は ORSVおよびTMVと反応せず,抗体の完全吸収が認
められた.一方,ORSV抗血清に対しTMV抗原を加えて吸収した吸収血清はTMVと
Table3.Intragelcross-absorptiontestswithantiseraloodonloglossum
rlngSPOtVlruSandtobaccomosaicvirus
Antiserum AntiserumabsorbedlVith
ORSV ORSV
TMV
TMV ORS17
a)
1/8,1/16 1/2048
ob) 00 1/1024
1/1024
TMV TMV 0
ORSV 1/256
a)tlterOfantlSeruminmicroagglutinationtests.
b)0:absenceofreactionw∫thantisera,
反応しなかったが,ORSVとは1/1024薫釈液まで反応し,特異抗体の吸収による減少が
著しく少ないことが認められた.TMV抗血清に対しTMV抗原を加えて吸収した吸収血
清は TMVおよび ORSVと反応せず.抗体の完全吸収が認められた.一方,TMV抗血
清に対しORSV抗原を加えて吸収した吸収抗血糖は ORSVと反応しなかったが,TMV
とは1/256希釈液まで反応し,特異抗体の残存が認められた,
以上の血清反応の結果は ORSVと本ウイルス とは同一抗原性を有し,血清学的に同
一ウイルスであることを示している. しかしORSVおよび本ウイルスとTMVおよび
TMVIToとの間には互に若干の共通抗原を有しているが,多盛の見離抗原を含んでいる
ことが認められた.
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6.ウイルス粒子
DN法試料および純化原品について粒子の大きさを1/2000mm の gratingを誠準とし
て調べた ところ,本ウイルス粒子は長さ約300nm,幅 18nm の直梓状で あった (Plate
II,5).
7.感染植物の超薄切片像
感染 Calleyaや Cymbidium葉の超蒋切片像には抑胸質内に散在または大柴塊するウ
イルス粒子 が 認 められた.粒子のJS･塊は紺髄質内に充満して結晶配列するものが認められ
た (PlateHI,3,5)が,粒子の側面を現わす銀塊と横断面を現わす lk塊が摸して並ぶ大
袋塊もみられた (PlateIII,5).ウイルス粒子が空胞内に突出して膨らんだ膜に包まれて
結晶配列するものが認められ,また空腹内に倣覆した粒子もみられた (PlateIII,4).集
塊粒子の配列はある方向性を示したが,粒子が直角の方向に配列し,また傾斜碁盤目状に
並ぶ構造も認められた (PlateIIL1.2).
考 察
Jensen&Gold(1951)や著者 (1966)によって記城されたORSVの寄生性をみると,
ラン科以外の植物ではヒャクニチソウに全身感染し,C.amaranticolor,C.qldnoa.セソ
ニチコウ, ツルナおよびフダソソウに局部感触するが, メ/(コ,N.gluinosaなどには
感染しない9･1･15). それら感染植物における病散は本ウイルスによる病徴と非常によく似
ているが,本ウイルスはさらに N,clevelandil'に全身感染し,Samsunおよび Samsun
NN タバコ,N,glulinosa,D.siramonium にも局部感染することが認められた.N.
cleueland如 こ全身感染し,Samsunや N.glutinosaなどに局部感染することは Paulet
al.(1956)が報告した ORSV と同じであったが,その 01iSV分離株は D.siramonium
における寄生性を異にした.ラン科植物から分離され,タバコ(Samsun)やN.glutinosa
に局部病斑を形成するウイルスとしては ORSV以外に TMVのorchidstrain(TMV一〇)
が報告されている一･10･L6-19),TMV-0ほ Zaitllneial.(1954)が Calileyaから分離され
たウイルスに対する抗血清が TMVと反応したことを報告して以来記載が みられるよう
になった.Kadoetal.(1968)は TMV10をさらに5つの系統に判別し,また ORSVが
TMV-O と同じウイルスである考えを示 し18･17㌧ 既報 ORSV9･15･24)を含めて ラソ科植物
には TMV-0が7系統 存在することを記述している.本ウイルスの寄生性は Kadoet
α7.17) の判別した5系統の中では WhiteBurleyタバコに感染しない =02,07り分離系に
近似し,他の4系統とは明らかに異なる.Corbett(1967)が報告した TMV一〇の Florida
分離系は Ⅳ,glulinosaに接種 14日後に局部病斑を形成し,D.stramoniumには感染し
ないので, この点 N,glutinosaにJa都病庇を4-5日後に形成し,D.stramonium に
局部感染する本ウイルスと典なる. また Izadpanahetal.(1968)が記収した TMV-0
の Cattleyablossom necrosisstrainはセソニチコウに全身感染, Cassiaoccidenialis
に局部感染し,N.gluiinosaや Samsunタ.くコに感放しないので本ウイ′レスと寄生性を
著しく抑 こする,本ウイルスの D.stramonitLm における局部病跡 ま扶種後7-12日頃
に形成され, その径が一定でなく0.3-3.0mmであって形成数も少なかったのに対し,
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TMVでは接種後2日目に多数形成されたので,両ウイルスの局部病斑の現われ方に大き
な違いがみられた.Samsunや SamsunNN タ′､コにおける局部病斑は本ウイルスで
は灰白色の小さなえそ斑点となる (PlateI,8)が,TMVでは大きな病燐となる (Plate
I,9).本ウイルスはまた WhiteBurleyタバコや トマトに感染しないので, それらに全
身感染する TMV29)とは明らかに典なる.
ORSV抗血帝およびTMV抗血清を用いた homologousな組合せと heterologousな
組合せによる徴免職架反応の結果では本ウイルスと ORSV との間の抗原性に差が認めら
れず,その両ウイルス株とTMVとの間にはそれぞれ情輿抗体の存在/Jl:L認められた, ま
た crossabsorptiontestにおいてもheterologousなウイルスで吸収したそれぞれの抗
血清には homologousなウイルスに対する特異抗体が多是に残存し, さらに寒天ゲル内
二笠拡散法による交叉反応においても TMV は本ウイルスの沈降線に対し spurが形成
された, このような結果は Pauletal.23･24)が報告したTMV抗血清および ORSV抗血
清とTMVおよび ORSV との血清学的関係にみられる ORSV の性JEと酷似し.本ウイ
ルスはTMVと血清学的に一致せず遠縁関係に あることが認められた. このような血清
学的関係は TMV一〇 とTMVとの間にもみられる4･10)
本報で得られた純化標品の UV吸収スペクトルは枇小値 248nm,極大値 268nmで,こ
の値はORSV23･21)と全く同じであったが,沈降係数は202Sと計算され,ORSVの219S
および212Sより低い値を示した.Corbett(1967)は TMV一〇 の沈降係数を,TMV の
187Sを対照に 194Sと報告している.本ウイルスの粒子の長さは 300nmで,ORSVlr2･9･
2~24'と一致した.Regenmorteleial,(1964)はラテックス粒子を標準に ORSV の長さ
を測定したところ317nm の値となったが,この値はラテックスの収縮による結果生じた
ものと結論し,粒子のほんとうの長さは300nmであるとした.TMV-0の粒子の長さは
308nm8).320nml),あるいは324nmlO)と報告され,いずれもORSVl19123･24)や TMVl･29)
より長い.ウイルスの不活化温度は90-95oC(lo介)で, これは ORSVや TMVとほ
ぼ同じで あった.著者は1966年にORSV9)の不活化温度を 70-75oCと報告した (検定
植物にツルナ)浴.その後検定植物に C.amaraniicolorを用いて再度実験を行ったとこ
ち,85-900Cの結果を得たので,前報 ORSV分離抹 o)の不活化温度をここに85-90oC
と訂正する.本ウイルスの保存限度は10年後においても病原性の低下がほとんどみられ
ず,極めて安定であった.このことはウイルスの防除上よく認識しておかなければならな
い重要な7Ji柄である.
以上のようなウイルスの:'71-性質から,TMV-0系の中で,タバコに全身感染しない分離系
は TMVよりもむしろ ORSV に柿似しているように思われる. またそのような TMV-0
と ORSV との関係にみられる寄主範囲や血清学的性質は TMV-0 と TMV の普通系と
の間にみられるそれらの関係ほど大きな相速がみられない.TMV一〇 と ORSV はともに
ラン科植物の同じような症状を畏する株から分離されるウイルスであり,TMV一〇 と記収
された中の分離株によっては Kadoeial.18･17) が考えるように ORSV と同一であるかも
しれないが, タバコに全身感染する系統は ORSV と明らかに異なる.現在 TMV-0 と
ORSV との明確な判別法が示されていないので, この点を正確に論議することは困難で
あり,今後さらに詳細な比較研究を行った上で,納得できる判別法を示す必要が あるよ
うに思う.本ウイ/I,スは同定実験の結果が示すような詔性状から TMV29)と同定するこ
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とには無理があり,したがって Kado elal.17),Corbettl'および Lawson18･19)が記載
したTMV10系統とすることも適yJで あるとは考えられず,Jensen& Gold15)が命名
し,Paulelal･23･24'一Matthews20),Gibbs5,20'および著者…'その他多くが分煩している
odontoglossum ringspotvirusと同定した.
摘 要
本仁机ま葉に軽いモザイク症状を示した Cymbid7lumから分離したウイルスについて,そ
の講性質を調べ,同定を行った.
13科45種の植物に汁液接種を行ったところ,ラ1/料の Callleya,Cymbidium,Odonl0-
glossum,Oncidium,ラソ科 以外では ヒャクニチソウと N'.clevelandiiに全身感染し,
DLSiramonium,タバコ(SamsunNN).ツルナ,C.amaranlicolor,C.quinoaなど4科
9種に局部感染が認められた,Dendrobium,WhiteBurleyタバコ,トマト,インゲンな
ど10科 30唖には感染がみられなかった. 粗汁液巾での不活化温度は 90-950C(lo介),
希釈限度は1,000万倍以上,保存限度は 10年以上 (20Co)であった.
Caiileyaの病葉から得た本 ウイルスの純化原品の紫外線吸収曲線は min-248nm,
max-268nmてあり,A260/280-1.12であった.沈降係数は S20,W-202と測定された.
ウイルス粒子は長さ300nm,幅 18nm の直梓状であった.
感染植物超薄切片で,ウイルス粒子は細胞質内に散在または大銀塊として認められた.
微量凝集反応法で.ORSV抗血Ll'Jおよび TMV抗血清は heterologousな組合せのウイ
ルスより homologousの机合せに強く反応した (Table2).寒天ゲル内二確拡散法で調
べたところ,TMV抗血㍍封こ対し ORSV および本ウイルスは弱く,TMVは強 く反応し,
Spurが形成された.ORSV 抗血清に対してほ ORSV および本ウイルスはよく反応した
が,TMVは反応しなかった.また cross-absorptiontest(Table3)で本ウイルスおよ
び ORSV とTMV との掛 こ異種特jEWt体の有在が認められた.また本ウイルスとORSV
は血清学的に同一であり,ORSV とTMVとは遠縁関係にあることが認められた.
以上の所見から本ウイルスは odontoglossum ringspotvirusと同定された.
文 献
1･Brandes,J.andBer'cks,R.1965.Gr'ossmorphologyandser'ologyasabasISfor
classl触atio10felongatedplantvlruSeS.Adlr.VirusRes.ll:i-24.
2,Brandes,I.andWetter,C.1959.Classificationofelongatedplantvirusesonthe
basisofparticlemorphology.VlrOlogy8:99-115.
3,Chagas,C.M.,NoronTla,A.andJuly,J.R.1977.Occurrenceofaviruscomplex
onCymbidiuminBrazil.Biologoco43:72-77.
4rCorbett,M,K.1967.SonledlStilguishingcharacteristicsoftheorchidstrainor
tobaccomosaicvirus. PLlytOPathology57:164-172.
5.Glbbs,A.andHarrison,B.1976.PlantVirology.ThePrinciples:p.292.Edward
AmoldLtd.London.
6,井上成倍,1964.ラソのウイルス柄について.(I),CymbiduLlnに発生するウイルス病.
日本蘭‰会誌 10:6-10.
60巻 (1983) 61
7.井上成倍.1965. ランのウイルス病について.(Ⅱ).Cymb‡d子unlに発生するウイルス病.
日本漸脇会誌 11:1-6
8.井上成胤 1966. ランのウイルス病について.(班),Cat/leyaに発生するウイルス病.日木
蘭泌会誌 12:2-5
9.Tnouye,N.1966.A v)rusdiseaseOfCymb‡d‡umcausedbyodontoglossum ringspot
virus.Ber.OhalaTns[,landW.BioLOkayamaUniv.13:149-159.
10.Izadpanah.KHThOmPSOn,M.R.andThornberry,H.H.1968.Orchidvirus:Cha-
racterlZationof'ltypeOftobaccomosaicvHJuSisolatedfrom Cailleyaplants
Withinfectiousblossom necrosis.Phy[opath.ZeiL63:2721286.
ll.Jensen,D.D.1952.VirusdiseasesofoL-Chids.IL Calif.Agric.6(2):7,15.16,
12.Jensen.D.D.1953,VLruSdiseasesofCymbldiums. Arner.OrchidSoc.Bull.221,
800-804.
13,Jensen,D.D.1955. Orchid dlSOrders,With specla11-eference tovirusdiseases.
Amer.OrchidSoc.Bun,24:756-766.
14.Jensen,D,D.1959.Vll-uSdiseasesoforchLds.(TheOrchids,ed.by Withner,C.
L.):431-458.TheRonaldPressCompany.
15,Jensen,D.D.andGold.汁.A.1951.A virusringspotofOdontoglossum orchid:
symptoms.transmissiolandelectronmlCrOSCOPy.Phytopathology41:648-653.
16,Kado,C,LandJensen,D.D.1964.Cymbldium mosaicvirusinPhalaenops乙S‥ Phy一
topathology54:974-977.
17.Kado,C.L,van Regenmortet,M.H.V,and Knight.C.A.1968. SludleSOnSOme
slr'ainsoftobaccomosaicvirusinorchlds. 1.Biological,chemicalandserolog-
icalstudies.Virology34:17124,
18.Lawson,氏.1970.Virus-Induced color-breakinginCallle_vaorchldRowers.Anler,
OrchLdSoc.BulL39:3951400.
19.Lawson,R.fI.1970.El10logyoH10wernecrosISinCatlleyaorchid.Phytopathology
60:36-40.
20.Mallhews,R.E.F,1981.PlantVlrOlogy,2nded,p897.Acad.Press,London,
21.Murakishi,H.H.1958.SerologlCalandmorphologlCalrelationshipsamongorclid
viruses.Phytopathology48:137-140,
22,Newton,N.andRosberg,D.W,1952. Electronmicroscopestudiesofaneworchid
viruscomplex.Phytopathology42:79-82.
23.Paul,汁.L.1975.0dontoglossum ringspotvlrLIS.CMl/AAB.DescriptionsofPlant
Viruses.155:p4,
24.Paul.H.L Weller,C.,Wiltmann,H.G.and Brandes,J.1965. Unlersuchungen
am Odontoglossum rlngSpOtVirus,einem VerWandtendesTabakmOSaik-Virus,
Ⅰ･PhysikallSChe.chemLSChe,serolopnischeundsyrnplomatologlSCheBefunde.Z.
Verer'bungsl.97:186-203.
25.P6rez,E.JりAdsuar,J.andSala-0.1956.Tobacco mosaicvirus in orchids in
PuertoRic°.Phytopathology46:650-654.
26･Perez.E･J･and CortdsIMon日or,A.1960. Survey forthe presence oftobacco
mosalC,Cymbldlum mosaicandotherviruseslnOrchids.I,Agr.Univ.Puerto
Ric0,44:138-149.
62 措 /了'研 究
27.Regenmortel,M.H.Ⅴ.,vanHahn,J∴'.andllowle,LG.1964.Internalcallbration
ofeLectronmicrographswithanorchidvirus. S.AfricanI.Agr.Scl.7:1591
164.
28.Thornberry,H,H.and Philippe,H.R.Hjf,1.Orchid disease:Cattleya blossom
brownnecrotlCStreak.PlantDiL｢.土くし､r)Lr.48:9361910.
29.Zaltlin,M.andlsrael.H,W.1975.TobaccullUSとIicvirus(typestrain).CMI/AAB.
DescrlPt10nSOfPlantViruses.lらl:p5.
30.Zaitlin,MHSchechllTlan,A.M.,Bald,I.G..LndWILdman,S.G.1954.DetectlOnOf
viruslnCaLELeyaorchidsbyserologlCallleLhods.PhylopaLhology44:314-318.
IostrangeandpropertiesofastrairLOfodontoglossum
ringSpOtVirusinJapan
NarinobubJOUYE
Summary
A vlruSisolated from CymbLdM71With I-aintmosaicald chlorotlC Streak Was
identLfiedasas[L-aiれofodontoglossum rlngSPOtvirusOn thebasisofsymptoms,host
range.propertiesofparticles.serologyandelectronmicroscopy.ThevlruSWastrans-
mittedbysaplnOCulatlOntO14of45speciesfrom6of13families.Systemicinfection
wascausedlnCaLLleya,Cymb乙dtum,Odonloglossuln,Oncidium./vtcoILanaClevelandtiand
Zmnl■aelegans,andlocallnfectlOnWasProducedlnChenobodmmamaranLICOlor,C.qumoa.
BetavulgarヱSγar.C‡Cla,Daluraslramon‡um,CombhrL'TLaglobosa,N.glutmosa,N labacum
(cvs.Samsun,SamsonNN)andTeLragonEae,坤cTZSa,butno infcclion wasob[alned in
Dendrobium,Lycopers‡con,esculeTlum N.rlJShCd,N.syl,ueslrlS.N.labacum (cv.White
Burley),PhtISeOlusvulgarlSand26otherspeciesof10lamllleS. Sapfrom Callleyawas
inrectiveafterdllutLOn[010-7.aller10nlina[90oCbu[not95oC,orafter10year.sa【
20oC.ThethermallnaCti＼′ationpolntOfanotherisolateofORSV9)pro＼′edtobe85-90oC
Ⅵ′hen C.amaranllCOlorWasused asthe lndicaLorplant,although itWaS70-750C in
previousreportdeallngWithadLferenllndlCatOr.
PurifiedORSV preparations had an AZ即/280ratioof1.12and the sedlmentation
coe銃cient(S20.W)was202S.ORSV hadsLraigh｢,rigidparticlesc.18×300nm.
Inul【ralhinsectionsofdiseas(･dpLan日eaftissues,virusparticleswereobserved
bothdispersedandaggregatedinthecytoplasm.
Serologicalcl0SSreactiontestsrevealedthatORSV andtypeTMVweredlStantly
related:InmicroprecIPitintests.[heantlSeraagains[ORSVandtypeTMVwerefound
toreactmuchmorestronglyWiththelOmOlogousvirusthanwiththeheterologousvlruS.
A testwithagal'geldl打usion method(Table2)｣11-d cl0SS-absorption tests(Table3)
a一soindicatedlhaH hean[1SeraCOn[ainedhoIT1010gousvlruSSPeCIFicanllbodies.
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EXplanationofP18te8
PlateI.
1.SymptomsonaleafofCymbidlum naturallyinfectedwithORSV･
2･SystemicsymptomsonaleafofCymbidlum,fiveandahalfmonthsafter
inoculationorORSVontoroots,showlngChlorosisandmosaic.
3･SystemicsymptomsonaleafofOdonlogLossum l-fectedwithORSV,showing
mOSalC.
4.SymptomsonaninoculatedleafofCallleyainfected withORSV.showing
reddish-purplerings.
5.SymptomsonaninoculatedleafofCallleya infectedwllhORSV.lightred-
dish-purpleconcentricrings.
6.SystemtcsymptomsonaleafofNicolianacLeveLaTEduInfectedwithORSV,
showingmosaic,twoandahalfmonlheafterInoculation.
7.LocallesionsofORSVonaninoculaledleafofN glulmosa.17daysafter
inoculation.
8.LocaHesionsofORSVonaninoculatedleafofN labacumcv.SamsunNN.
4daysafterinoculation.
9.LocallesionsofTMV10M onaninoculatedleafoflV.Labacum cv.Samsun
NN.4daysafterinoculation.
10.LocallesionsofORSVonaninoculatedleafofDaluraslramonlum,23days
afterinoculation.
PlatelL
l.Bandsproducedonasucrosedenslty-gradientcolumn150minafler'centrlfu-
gationofpurifiedORSVpreparationfrom CaLlleya infectedwlthORSV.
2.SchLierenpatternofsedimentationofpuriRedORSV(isolatedfrom zoneA
ofplatelr,1),6minafterreachilgaSPeedof23,000rpm.
3,4.AgargeldlfFus10nlesls. Tas:TMVElnllSerum.Oas･.ORSV anLiserum.
T:TMV,To:TMV tomatostrain,0:ORSV.
5.PuriAedORSV particlesnegativelystainedwilh2% phosphotLlngState,PH
7.0.BarrepresentslOOnm,
PlateIrL
Ultrastructureso†mesophyllceHsofCyTnbldlum infectedwlthORSV.
1,2･Virusparticlesdispersedinthecyloplasrn.Barrepresents250nm.
31Virusparticleaggregatesinthecyloplasm. BarrepresentsIFLm.
4･Viruspal`ticleaggregatesinthecytoplasm anddispersesinthevacuole,Bar
representsI〝m.
5.Virusparlic】eaggregatesinthecyloplasm.Bar1-ePreSentS1Ilm.
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